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六
篠
会
員
の
皆
様
、
如
何
お

過
し
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
で
大
い
に
御
活
躍
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
「
六
篠
会
報
」
も

今
回
第
十
号
と
い
う
区
切
り
の

号
と
な
り
、
母
校
農
学
部
も
創

立
以
来
、
四
十
五
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
開
学
当
時
は
食
料
増

産
の
み
が
叫
ば
れ
て
い
た
わ
け

で
す
が
、
今
日
で
は
農
学
の
分

野
も
大
き
く
変
貌
し
、
従
来
の

狭
い
範
囲
の
農
業
の
み
で
な
く
、

生
物
生
産
を
は
じ
め
地
球
環
境

の
保
全
の
た
め
、
先
端
的
な
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
情
報
工

学
等
を
導
入
し
て
、
研
究
領
域

が
大
き
く
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
会
報
第
九
号
（
平
成

四
年
九
月
十
一
日
発
行
）
よ
り

二
年
を
経
過
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
こ
で
二
年
間
の
神
戸
大

学
お
よ
び
農
学
部
の
組
織
改
革

を
ご
報
告
す
る
と
共
に
、
六
篠

会
か
ら
の
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

会
報
総
瀞
号
靭
篭
げ
腱
当
っ
て

；
六
篠
会
々
長

神
戸
大
学
改
革

先
ず
教
養
部
の
廃
止
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
教
養
部
で
学
ば
れ

た
神
大
農
学
部
一
回
か
ら
二
十

五
回
の
卒
業
生
の
皆
様
は
さ
ぞ

驚
か
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
従
来

の
一
、
二
年
生
に
一
般
教
育
、

語
学
、
保
健
体
育
を
集
中
し
て

教
育
し
て
い
た
教
養
部
と
い
う

組
織
が
平
成
六
年
三
月
で
完
全

に
廃
止
さ
れ
、
教
養
原
論
、
外

国
語
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
と

し
て
、
専
門
教
科
と
共
に
各
学

＄
西

上
下

自然科学研究科棟(左)と遺伝子実験施設(右）
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（
１
）

記
録
破
り
の
猛
暑
や
水
不
足

な
ど
、
今
年
の
夏
も
ま
た
異
常

気
象
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、

漸
く
残
暑
も
去
り
、
六
甲
山
も

日
々
秋
色
が
深
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
六
篠
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
そ
の
後
も
ご
健
勝
に
て
お

過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
３
月
、
学
部
改

組
に
尽
力
さ
れ
た
尾
崎
前
学
部

長
が
ご
退
官
に
な
り
、
４
月
か

ら
私
が
後
任
を
仰
せ
つ
か
っ
て

お
り
ま
す
。
大
学
は
今
、
改
革

の
渦
中
に
あ
り
、
大
変
荷
が
重

い
の
で
す
が
、
精
一
杯
努
め
て

責
務
を
果
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
指
導
と
ご

鞭
燵
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
夏
、
こ
こ
六
甲
台
の
農

部
で
四
年
間
の
一
貫
教
育
と
な

り
、
従
来
教
養
部
に
所
属
し
て

い
た
先
生
方
は
専
門
に
応
じ
て

関
係
す
る
学
部
に
配
置
換
え
と

な
り
ま
し
た
。

次
ぎ
に
、
国
際
文
化
学
部
の

新
設
と
、
教
育
学
部
の
発
達
科

学
部
へ
の
全
面
改
組
の
実
施
で

す
。
国
際
文
化
学
部
は
文
化
成

立
の
原
理
的
規
範
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
構
造
、
さ

ら
に
言
語
、
情
報
、
異
文
化
の

理
解
等
に
関
す
る
教
育
研
究
の

欣

1■■■■■■■

学
部
で
は
、
冷
房
設
備
の
な
い

大
半
の
研
究
室
が
サ
ウ
ナ
風
呂

の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

教
職
員
・
学
生
一
同
、
こ
の
悪

条
件
下
に
お
い
て
も
な
ん
と
か

頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
ま
ま
で
は
夏
期
に
お

け
る
教
育
研
究
活
動
に
支
障
を

き
た
し
ま
す
の
で
、
１
日
も
早

い
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。
冷
房

装
置
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
毎

年
要
望
し
て
お
り
ま
す
が
、
諸

般
の
事
情
で
な
か
な
か
実
現
し

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
こ
の
程
、

ま
ず
、
パ
ン
ク
寸
前
に
な
っ
て

い
た
農
学
部
の
受
電
装
置
を
取

り
替
え
て
、
受
電
量
を
倍
増
す

る
工
事
だ
け
は
完
了
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
お
か
げ
で
（
？
）
、
教

育
研
究
環
境
の
改
善
が
一
歩
だ

け
前
進
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で

場
と
し
て
平
成
四
年
十
月
に
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
の

先
生
を
養
成
す
る
こ
と
を
主
目

的
と
し
た
教
育
学
部
を
全
面
改

組
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
老
人

ま
で
の
人
間
の
生
涯
に
わ
た
る

発
達
と
学
習
を
総
合
的
に
教
育

研
究
す
る
発
達
科
学
部
が
平
成

四
年
十
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

農
学
部
の
改
組

社
会
経
済
構
造
の
変
動
と
科

学
技
術
の
急
速
な
進
歩
に
よ
っ

て
農
業
を
と
り
ま
く
社
会
環
境

は
急
激
な
変
貌
を
と
げ
、
農
学

関
係
の
産
業
分
野
も
拡
大
、
多

様
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
、
生
物
生
産
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
等
の
新
し
い
学

問
分
野
に
寄
与
す
る
人
材
を
養

成
す
る
た
め
、
従
来
の
旧
五
学

科
を
改
組
再
編
し
、
次
の
よ
う

な
新
し
い
五
学
科
十
二
大
講
座

を
平
成
五
年
四
月
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

一
、
応
用
動
物
学
科

旧
畜
産
学
科
の
改
組
で
、
動

物
資
源
を
高
度
に
利
用
す
る
た

め
、
「
応
用
動
物
遺
伝
学
」
、
「
動

ご
挨
拶

し
よ
う
か
。
今
後
と
も
改
善
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

（
２
）

さ
て
、
す
で
に
ご
承
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
神
戸
大
学

で
は
教
養
部
を
廃
止
し
て
４
年

一
貫
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、
こ
れ
に
連
携
し
て
農
学

部
も
学
科
改
組
を
行
い
、
平
成

５
年
４
月
か
ら
新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
平
成
６
年
Ⅷ
月
現
在
、

農
学
部
在
籍
の
学
生
は
、
３
，

４
年
次
生
は
旧
学
科
に
、
１
，

２
年
次
生
は
新
学
科
（
応
用
動

物
、
植
物
資
源
、
生
物
環
境
制

御
、
生
物
機
能
化
学
及
び
生
産

環
境
情
報
の
５
学
科
）
に
所
属

し
て
お
り
、
た
だ
今
、
農
学
部

に
お
け
る
教
育
研
究
は
ま
さ
に

物
機
能
調
節
学
」
の
二
大
講
座

に
改
組
、
旧
畜
産
製
造
学
が
生

物
機
能
化
学
科
へ
移
行
。

二
、
植
物
資
源
学
科

旧
園
芸
農
学
科
の
作
物
系
が

「
資
源
植
物
学
」
に
、
園
芸
系

が
「
園
芸
資
源
学
」
、
経
済
系

が
「
食
料
環
境
経
済
学
」
の
三

大
講
座
に
改
組
、
旧
熱
帯
有
用

植
物
学
が
生
物
環
境
制
御
学
科

へ
移
行
。

三
、
生
物
環
境
制
御
学
科

生
物
と
環
境
と
の
関
係
を
総

合
的
に
理
解
す
る
た
め
に
、
旧

植
物
防
疫
学
科
と
、
旧
農
芸
化

学
科
か
ら
土
壌
学
と
植
物
栄
養

学
、
さ
ら
に
旧
園
芸
農
学
科
か

ら
熱
帯
有
用
植
物
学
が
参
加
し
、

「
生
物
環
境
学
」
、
「
植
物
機
能
．

制
御
学
」
、
「
生
物
制
御
学
」
・
の

三
大
講
座
に
改
組
。

四
、
生
物
機
能
化
学
科

旧
農
芸
化
学
科
の
土
壌
学
と

植
物
栄
養
学
が
他
学
科
へ
移
行

し
、
旧
畜
産
学
科
か
ら
畜
産
製

造
学
が
加
わ
り
「
生
物
機
能
分

子
化
学
」
、
「
生
物
機
能
利
用
化

学
」
の
二
大
講
座
に
改
組
。

五
、
生
産
環
境
情
報
学
科

，
旧
農
業
工
学
科
の
土
木
系
が

農
学
部
長
岩
崎
照
雄

「
生
産
環
境
学
」
、
機
械
系
が

「
生
物
生
産
工
学
」
に
改
組
。

母
校
神
大
農
学
部
の
改
組
に

当
り
、
若
干
の
移
動
は
あ
り
ま

し
た
が
、
旧
五
学
科
の
ス
タ
ッ

フ
が
殆
ん
ど
新
五
学
科
に
移
行

し
た
形
で
す
の
で
、
六
篠
会
員

の
皆
様
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身

研
究
室
（
旧
講
座
は
新
大
講
座

の
中
の
研
究
分
野
と
な
っ
て
い

る
。
）
を
訪
問
さ
れ
恩
師
や
後

輩
と
親
交
を
も
た
れ
て
、
母
校

の
発
展
を
ご
確
認
下
さ
い
。
そ

し
て
こ
の
際
、
新
講
座
又
は
分

野
単
位
の
同
窓
会
開
催
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

大
学
院
農
学
研
究
科
の
移
行

農
学
部
に
農
学
研
究
科
修
士

課
程
が
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和

四
十
七
年
四
月
で
、
学
部
の
学

科
名
と
同
じ
名
称
の
専
攻
が
計

五
専
攻
、
学
部
の
上
に
設
置
さ

れ
て
い
た
。

一
方
、
博
士
課
程
の
大
学
院

自
然
科
学
研
究
科
が
理
学
部
、

工
学
部
の
教
官
と
一
緒
に
、
後

期
三
年
の
み
の
独
立
大
学
院
と

し
て
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
に

開
設
さ
れ
、
農
学
部
大
学
院
担

当
教
官
は
、
農
学
部
修
士
課
程

改
革
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。

最
近
、
中
学
生
や
高
校
生
達

の
理
工
離
れ
が
社
会
問
題
と
し

て
論
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

一
方
で
、
女
性
の
社
会
進
出
を

反
映
し
て
か
、
女
子
の
４
年
制

大
学
へ
の
進
学
率
が
急
上
昇
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
農
学
部
に
お

い
て
も
年
々
女
子
学
生
の
数
が

増
加
し
て
、
平
成
６
年
度
入
学

生
で
は
学
部
学
生
定
員
の
栂
％

を
占
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
ま

だ
増
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ

の
辺
の
比
率
が
恒
常
化
す
る
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
４
年
制
大
学
に
お

け
る
女
子
学
生
数
の
増
加
は
他

学
部
で
も
み
ら
れ
る
全
般
的
な

傾
向
で
す
の
で
、
企
業
の
雇
用

平
等
法
の
実
質
化
が
望
ま
れ
る

と
と
も
に
、
女
子
学
生
自
身
の

況
報
告

と
自
然
科
学
研
究
科
博
士
課
程

の
両
者
を
兼
務
す
る
形
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
平
成
六
年
四
月
に

修
士
課
程
の
農
学
研
究
科
が
自

然
科
学
研
究
科
の
前
期
課
程
に

統
合
移
行
し
、
自
然
科
学
研
究

科
は
前
期
課
程
二
年
、
後
期
課

程
三
年
の
五
年
制
の
大
学
院
に

改
組
し
た
。
こ
の
こ
と
は
神
戸

大
学
が
名
実
共
に
大
学
院
大
学

と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

Ｋ
Ｕ
Ｃ
に
入
会
を

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ

三
宮
駅
前
、
神
戸
新
聞
会
館
八

階
に
あ
る
Ｋ
Ｕ
Ｃ
（
神
大
ク
ラ

ブ
）
も
オ
ー
プ
ン
以
来
、
母
校

神
戸
大
学
全
学
部
の
卒
業
生
が

入
会
し
、
毎
日
多
く
の
同
窓
生

が
顔
を
合
わ
せ
、
素
晴
ら
し
い

百
万
弗
の
夜
景
を
楽
し
承
乍
ら

歓
談
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
案

外
安
上
り
で
ア
ル
コ
ー
ル
や
食

事
を
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

し
か
し
こ
の
こ
と
が
一
般
に
は

知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
Ｋ
Ｕ

Ｃ
の
経
営
基
盤
確
立
の
た
め
に

も
、
ま
た
仕
事
上
の
情
報
源
の

役
に
も
立
つ
と
思
い
ま
す
の
で
、

六
篠
会
員
各
位
の
ご
入
会
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。
Ｋ
Ｕ
Ｃ

意
識
改
革
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

（
３
）

今
回
の
学
部
改
革
の
第
１
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
「
従
来
の
研
究

偏
重
型
か
ら
教
育
重
視
型
の
大

学
へ
」
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
学
部
教
育
で
は
、
最
近
の

科
学
技
術
の
加
速
的
進
歩
と
多

様
化
す
る
社
会
的
要
請
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
人
材
の
養
成
を

目
標
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
基

礎
学
力
と
総
合
的
能
力
の
酒
養

を
重
視
し
、
学
生
を
狭
い
専
門

領
域
に
閉
じ
込
め
る
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
第

２
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
教
育
研

究
の
国
際
化
」
に
あ
り
ま
す
。

今
日
、
食
料
資
源
の
確
保
や
環

境
保
全
の
問
題
は
、
経
済
大
国

と
い
え
ど
も
一
国
で
処
理
で
き

る
問
題
で
は
な
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
わ
が
国
の
農
業

は
大
き
な
曲
が
り
角
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
が
、
同
じ
こ
と
は

世
界
の
農
業
、
特
に
急
速
な
経

済
発
展
の
途
上
に
あ
る
東
ア
ジ

ア
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
業

に
つ
い
て
も
い
え
ま
す
。
食
料

に
行
か
れ
れ
ば
即
刻
そ
の
場
で

入
会
出
来
ま
す
。
六
篠
会
の
Ｋ

Ｕ
Ｃ
運
営
委
員
は
、
会
員
拡
大

担
当
の
石
賀
暢
一
氏
（
神
大
一

Ｃ
白
鶴
酒
造
勤
務
）
、
新
家
龍

教
授
（
農
大
五
Ｃ
）
と
小
生
で

～

・
環
境
問
題
が
い
よ
い
よ
緊
急

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
深

く
認
識
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
か
ら
真
剣
に
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
農
学
部
の
教
育

研
究
に
お
い
て
も
、
国
際
的
視

点
に
立
つ
こ
と
が
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
第

３
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
地
域
と

の
連
携
」
で
す
。
現
代
の
科
学

技
術
の
進
歩
に
お
け
る
テ
ン
ポ

の
速
さ
は
、
同
時
に
知
識
技
術

の
陳
腐
化
を
加
速
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
技
術
者
の
再
教

育
や
一
般
市
民
の
生
涯
学
習
へ

の
対
応
が
大
学
に
要
請
さ
れ
て

お
り
、
農
学
部
で
も
で
き
る
だ

け
こ
れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
た

め
に
努
力
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

（
４
）

学
部
改
革
の
話
だ
け
で
、
与

え
ら
れ
た
紙
面
が
尽
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
去
る
８
月
四
日
に
は
、

農
学
部
退
官
教
官
と
の
懇
談
会

が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
清

水
俊
秀
先
生
を
は
じ
め
鴻
名
の

先
生
方
の
な
つ
か
し
い
お
姿
に

一

~～ ～
､、

｝

～

す
。
ご
連
絡
下
さ
い
。
‐
会
費
は

月
五
百
円
で
一
年
分
六
千
円
で

す
。

お
わ
り
に
、
皆
様
の
御
健
勝

と
御
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
な
た
も
、
い
さ
さ
か
改
革
疲

れ
の
私
達
現
役
教
官
を
し
の
ぐ

お
元
気
さ
だ
っ
た
こ
と
を
ご
報

告
し
て
お
き
ま
す
。
六
篠
会
会

員
の
皆
様
の
農
学
部
に
対
す
る

日
頃
の
暖
か
い
ご
支
援
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
６
年
叩
月
副
日
記
）

一

北西側から見た農学部学舎と新しくなった西門

汽
罐
会
報

金

灘蕊蕊蕊

や群
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こ
れ
ま
で
、
神
戸
大
学
の
自

然
科
学
系
（
医
学
系
を
除
く
）

の
大
学
院
は
理
学
、
工
学
、
農

学
の
各
学
部
に
修
士
課
程
の
研

究
科
、
さ
ら
に
こ
の
３
学
部
を

基
礎
と
す
る
博
士
課
程
（
３
年
）

の
承
の
独
立
大
学
院
自
然
科
学

研
究
科
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

修
士
課
程
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
部
の
専
門
分
野
を
さ
ら
に
深

め
る
目
的
で
教
育
・
研
究
が
行

な
わ
れ
実
績
を
あ
げ
て
き
た
。

一
方
、
昭
和
師
年
に
設
置
さ
れ

た
自
然
科
学
研
究
科
は
上
の
３

学
部
を
母
体
と
す
る
が
、
学
部

の
組
織
と
は
別
に
、
新
た
に
編

成
さ
れ
た
学
際
型
の
６
専
攻

（
物
質
科
学
、
生
産
科
学
、
資

源
生
物
科
学
、
環
境
科
学
、
シ

ス
テ
ム
科
学
、
＊
知
能
科
学
）

か
ら
な
り
、
境
界
領
域
の
学
問

研
究
の
進
展
や
基
礎
か
つ
先
端

的
研
究
の
深
化
を
図
る
と
と
も

神戸大学大学院自然科学研究科の構成と理・工・農学部との対応関係図 神
戸
大
学
自
然
科
学
系
大
学
院
の
改
革
に
つ
い
て

丹

曲

錨

守

．

周

凝

ｌ
自
然
科
学
研
究
科
の
拡
充

自
然
科
学
研
究
科
長
藤

に
、
学
生
が
自
分
の
専
門
に
自

閉
的
に
な
る
こ
と
を
避
け
、
ス

ク
ー
リ
ン
グ
を
重
視
し
、
他
分

野
の
学
問
を
積
極
的
に
習
得
で

き
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
・
最

近
の
急
激
な
社
会
の
変
動
や
文

化
の
進
展
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
科
学
・
技
術
の
面

か
ら
対
処
す
る
こ
と
の
で
き
る

人
材
の
養
成
を
図
る
た
め
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
授
与
す
る
学

位
も
「
学
術
博
士
」
（
Ｐ
ｈ
．

Ｄ
）
が
主
で
あ
る
。
自
己
点
検

の
結
果
、
こ
の
設
立
理
念
は
博

士
課
程
の
象
で
な
く
修
士
課
程

に
も
及
ぼ
す
べ
き
だ
と
考
え
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
よ
り
、

理
・
工
・
農
３
修
士
研
究
科
を

鴫
専
攻
に
再
編
成
し
て
博
士
前

期
課
程
と
し
て
自
然
科
学
研
究

科
に
統
合
し
、
従
来
の
博
士
課

程
に
生
命
機
能
科
学
専
攻
を
増

井
聰

改
組
Ｉ

度
に
設
置
。

設
し
て
後
期
博
士
課
程
と
し
、

前
（
脂
専
攻
、
学
年
入
学
定
員

蝿
名
）
・
後
期
（
７
専
攻
、
同

的
名
）
区
分
性
の
博
士
課
程
大

学
院
に
整
備
拡
充
さ
れ
た
。
前

期
（
修
士
）
課
程
は
学
部
の
専

門
領
域
の
教
育
研
究
を
深
化
さ

せ
る
と
と
も
に
、
総
合
性
、
学

際
性
を
重
視
し
た
教
育
研
究
が

行
わ
れ
、
学
部
と
博
士
課
程
と

の
ブ
リ
ッ
ジ
の
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、

研
究
科
専
任
教
官
の
整
備
、
外

国
人
留
学
生
の
定
員
化
が
行
わ

れ
た
。
な
お
、
既
存
の
理
・
工

・
農
３
研
究
科
は
平
成
７
年
３

月
廃
止
さ
れ
る
。

＊
知
能
科
学
専
攻
は
平
成
元
年

「
神
戸
大
学
は
、
い
ま
、
躍

動
の
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
」

と
い
う
鈴
木
学
長
の
書
き
出
し

で
始
ま
る
「
躍
動
す
る
神
戸
大

学
」
が
昨
年
発
行
さ
れ
た
。
い

わ
ゆ
る
神
戸
大
学
自
己
評
価
委

員
会
が
「
点
検
・
評
価
１
９
９

３
」
と
し
て
編
集
し
た
も
の
で

あ
る
。
神
戸
大
学
は
、
確
か
に
、

国
立
大
学
の
中
で
は
こ
の
と
こ

ろ
改
革
に
つ
ぐ
改
革
の
ラ
ッ
シ

ュ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

平
成
４
年
加
月
に
は
、
教
養

部
が
解
消
さ
れ
て
国
際
文
化
学

部
、
教
育
学
部
が
改
組
さ
れ
て

発
達
科
学
部
、
法
学
部
と
経
済

学
部
な
ど
が
協
力
し
て
国
際
協

力
研
究
科
、
そ
し
て
大
学
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
新

設
さ
れ
た
。
と
く
に
、
戦
後
教

育
改
革
制
度
の
特
徴
と
さ
れ
て

き
た
教
養
部
が
解
消
さ
れ
た
の

は
、
一
般
教
育
と
専
門
教
育
を

有
機
的
に
連
動
さ
せ
、
両
者
の

一
貫
教
育
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

六
篠
会
報
第
９
号
（
平
成
４

年
９
月
発
行
）
に
お
い
て
「
代

議
員
制
の
導
入
に
つ
い
て
」
説

明
さ
せ
て
い
た
ｒ
き
ま
し
た
。

最
初
の
予
定
で
は
既
に
移
行
さ

れ
て
い
た
筈
で
あ
り
ま
し
た
が
、

諸
般
の
事
情
で
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
六
篠
会

で
は
西
川
、
東
、
山
口
、
切
貫

各
先
生
が
農
学
部
を
退
官
さ
れ

た
り
、
各
職
場
で
帥
才
停
年
を

迎
え
ら
れ
た
六
篠
会
員
が
多
い

こ
と
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
停
年
退
職
後
も
益
々
お

元
気
に
第
二
の
職
場
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
耳
に
し
て
お

り
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
予
定
で
は
平

成
７
年
度
中
に
は
各
卒
業
年
次

の
代
議
員
の
選
出
を
終
了
し
、

六
篠
会
総
会
を
開
催
し
て
正
式

に
代
議
員
制
へ
移
行
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
代
議

員
の
選
出
に
つ
い
て
は
会
員
の

皆
様
に
格
別
の
ご
協
力
を
お
願

節
大
鯨
蝋
Ｊ
改
組
を
中
心
と
し
て
ｌ

評
議
員
新
家

龍

六
篠
会
代
議
員
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て

平
成
５
年
度
は
、
経
営
学
部
、

理
学
部
及
び
農
学
部
が
大
講
座

制
に
な
り
、
長
年
に
わ
た
る
経

営
学
部
の
夜
間
教
育
が
昼
夜
開

講
制
に
改
め
ら
れ
た
。
又
、
留

学
生
の
世
話
を
す
る
専
任
教
官

の
組
織
で
あ
る
留
学
生
セ
ン

タ
ー
も
発
足
し
た
。

平
成
６
年
度
に
は
、
理
・
工

・
農
３
学
部
か
ら
な
る
共
通
の

修
士
課
程
を
含
む
自
然
科
学
研

究
科
博
士
課
程
（
前
期
２
年
、

い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
、
再
度
代
議
員
制
導

入
に
伴
う
六
篠
会
々
則
変
更
の

主
な
項
目
を
提
示
さ
せ
て
い
た

重
き
、
六
篠
会
総
会
に
む
け
て

の
ご
検
討
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

も
し
、
お
気
付
き
の
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
い
た
旨
け

れ
ば
幸
甚
で
す
。

「
代
議
員
制
導
入
に
伴
う
六

篠
会
々
則
の
主
な
変
更
点

（
案
）
」

１
．
総
則
（
変
更
な
し
）

２
．
組
織
（
〃
）

３
．
役
員

第
５
条
（
役
員
）
本
会
に

次
の
役
員
を
お
く
。

会
長
１
名
、
副
会
長
若
干

名
、
常
任
幹
事
若
干
名
、

幹
事
若
干
名
、
監
事
２
名

第
６
条
（
選
出
）

①
会
長
は
正
会
員
の
な
か
か

ら
代
議
員
会
に
お
い
て
決

定
す
る
。

②
副
会
長
お
よ
び
監
事
は
役

神戸大学農学部の新しい主要授業科目

酌同匿屋■卸矛

六
篠
会
幹
事
長

後
期
３
年
）
が
発
足
し
た
。
又
、

３
年
制
の
医
療
技
術
短
期
大
学

部
を
４
年
制
に
し
て
医
学
部
の

保
健
学
科
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

経
済
学
部
の
大
講
座
制
、
同
学

部
及
び
法
学
部
の
夜
間
教
育
が

昼
夜
開
講
制
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
改

組
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
神
戸
大
学
の

各
部
局
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

改
革
と
改
組
が
進
承
、
農
学
部

で
は
既
述
の
如
く
平
成
５
年
度

員
の
互
選
に
よ
る
。

③
常
任
幹
事
お
よ
び
幹
事
は

役
員
の
な
か
か
ら
会
長
が

委
嘱
す
る
。

第
７
条
（
任
務
）
（
変
更
な
し
）

第
８
条
（
任
期
）
（
変
更
な
し
）

４
．
代
議
員
お
よ
び
代
議
員
会

第
９
条
（
選
出
）

代
議
員
は
、
正
会
員
よ

り
各
卒
業
年
度
毎
に
原
則

と
し
て
１
名
、
各
支
部
か

ら
１
名
を
選
出
し
、
幹
事

会
の
承
認
を
得
て
会
長
が

委
嘱
す
る
。

④
寄
付
金
そ
の
他
収
入
に
関

す
る
事
項

⑤
名
誉
会
員
の
推
薦
、
特
別

会
員
及
び
賛
助
会
員
の
承

認
恥

⑥
会
則
の
変
更

又
、
総
会
を
開
く
い
と

ま
が
な
い
場
合
は
、
代
議

員
会
を
持
っ
て
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
次

■要目■学

新
家

か
ら
大
講
座
制
と
な
り
、
新
し

い
学
科
名
及
び
研
究
分
野
名

（
旧
講
座
名
と
の
対
応
は
付
表

参
照
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
新
し
い
制
度
の
入
学
生
は

現
在
２
回
生
で
あ
り
、
旧
制
度

の
在
学
生
（
平
成
７
年
度
卒
業

予
定
）
が
卒
業
す
る
ま
で
両
制

度
の
も
と
に
学
部
が
運
営
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

六
篠
会
の
皆
様
に
は
、
自
分

の
卒
業
さ
れ
た
学
科
名
や
講
座

名
と
、
付
表
の
新
し
い
学
科
名
、

大
講
座
名
及
び
研
究
分
野
名
と

の
関
係
が
直
ぐ
に
理
解
で
き
な

い
か
も
知
れ
な
い
。
む
ろ
ん
、

の
総
会
に
お
い
て
承
認
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
吃
条
（
表
決
）

代
議
員
会
は
、
会
長
が

招
集
し
、
代
議
員
の
過
半

数
（
委
任
状
を
含
む
）
の

出
席
に
よ
り
成
立
し
、
議

事
は
出
席
代
議
員
の
過
半

数
で
決
定
す
る
。
可
否
同

数
の
時
は
議
長
が
決
定
す

る
。

５
．
総
会

第
圃
条
（
招
集
）

総
会
は
、
幹
事
会
又
は

代
議
員
会
が
必
要
と
認
め

た
と
き
会
長
が
招
集
す
る
。

第
叫
条
（
議
長
）
（
変
更
な
し
）

第
賜
条
（
表
決
）
（
変
更
な
し
）

第
燗
条
（
表
決
事
項
）

次
の
事
項
は
総
会
の
議

決
を
要
す
る
。

①
会
則
の
変
更

②
そ
の
他
幹
事
会
、
代
議
員

会
が
総
会
の
議
決
を
必
要

と
認
め
た
事
項

龍

直
ぐ
分
か
る
会
員
も
多
い
と
は

思
う
が
、
研
究
分
野
の
各
教
官

名
を
同
時
に
示
し
た
方
が
よ
か

っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今

回
の
改
組
は
、
現
代
社
会
の
要

請
に
応
え
う
る
人
材
の
養
成
と

科
学
技
術
へ
の
一
層
の
貢
献
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

農
学
部
の
益
々
の
発
展
の
た
め

に
六
篠
会
々
員
の
皆
様
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

以
上
、
変
更
の
主
な
項
目
を

と
り
あ
げ
ま
し
た
が
、
従
来
の

役
員
会
が
代
議
員
会
に
な
り
、

よ
り
多
く
の
正
会
員
が
六
篠
会

の
運
営
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
に

変
更
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
わ
が

六
篠
会
の
益
々
の
発
展
を
心
か

ら
祈
念
す
る
も
の
で
す
。

６
．
会
計

第
灯
条
（
経
費
）
（
変
更
な
し
）

第
岨
条
（
会
費
）

会
員
は
代
議
員
会
の
定

め
る
会
費
を
納
入
す
る
も

の
と
す
る
。

第
四
条
（
監
査
）
（
変
更
な
し
）

７
．
付
則

①
本
会
の
本
部
事
務
所
は
当

分
の
間
神
戸
大
学
農
学
部

内
に
お
く
。

②
本
会
則
施
行
に
つ
い
て
の

細
則
は
必
要
に
応
じ
て
代

議
員
会
に
よ
り
こ
れ
を
決

め
る
。

③
本
会
則
は
平
成
５
年
○
月

○
日
よ
り
施
行
す
る
。

六
篠
会
会
報
委
員
の
杉
本
様

か
ら
、
上
掲
の
題
目
で
会
報
の

原
稿
を
書
く
よ
う
に
依
頼
さ
れ

て
、
原
稿
用
紙
を
受
取
っ
た
の

が
、
猛
暑
の
ま
つ
最
中
の
８
月

Ⅲ
日
。
余
り
の
暑
さ
で
、
少
し

涼
し
く
な
っ
た
ら
、
と
り
か
、

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
残
暑
は
一
向
に
劣
え
を
み

せ
ず
、
つ
い
に
締
切
日
が
迫
り
、

気
分
が
の
ら
な
い
ま
ま
、
敢
え

て
筆
を
と
っ
た
有
様
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
記
録
的
な
暑
さ
を
、

定
年
退
職
の
後
に
迎
え
ら
れ
た

の
は
、
せ
め
て
も
の
好
運
で
あ

っ
た
か
な
と
、
消
極
的
な
感
懐

に
ひ
た
っ
て
い
る
今
日
で
す
。

さ
て
、
本
題
に
立
ち
返
っ
て
、

農
学
部
の
生
活
を
ふ
り
か
え
れ

ば
、
何
と
い
っ
て
も
六
篠
会
と

の
関
り
で
は
、
創
会
以
来
、
加

年
近
く
も
副
会
長
の
要
職
を
務

め
た
こ
と
で
す
。
本
会
は
年
々

の
会
員
の
増
加
に
伴
っ
て
活
況

を
呈
し
、
神
戸
大
学
の
他
学
部

の
同
窓
会
と
比
較
し
う
る
ま
で

に
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
関
係
委
員
の
霊
力
に
よ
る
も

の
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
小
生
は
副
会
長
に

ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
役
割
が
果

せ
な
い
こ
と
が
心
苦
し
く
て
、

何
度
か
西
川
会
長
に
辞
任
の
申

出
を
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
都

度
、
役
員
制
度
の
実
況
が
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
、
願
い
が
受
入
れ

ら
れ
ず
、
今
日
に
至
る
ま
で
留

任
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
目
下
、

懸
案
に
な
っ
て
い
る
代
議
員
制

度
へ
の
変
換
が
実
現
す
れ
ば
、

こ
の
お
役
は
ご
免
し
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
こ

ん
な
に
長
期
に
及
ん
だ
副
会
長

で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
本
会

に
貢
献
で
き
た
自
慢
話
が
１
つ

も
思
い
出
せ
な
い
の
が
、
我
な

が
ら
残
念
で
、
こ
の
機
会
を
か

り
て
、
会
員
の
同
窓
諸
兄
に
、

無
能
ぶ
り
を
お
詫
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
か
と
、
思
っ
て
い
る
。

篠
山
の
田
舎
か
ら
、
港
の
見

え
る
神
戸
の
六
甲
台
へ
学
舎
が

移
っ
た
当
時
は
、
阪
急
六
甲
駅

か
ら
学
舎
に
向
う
坂
道
を
歩
い

て
登
る
運
動
が
、
肥
満
気
味
の

神
戸
大
学
農
学
部
で
の

生
活
を
ふ
り
か
え
っ
て

東
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出
っ
腹
を
へ
こ
め
る
の
に
役
立

つ
よ
う
な
気
が
し
て
、
バ
ス
に

乗
ら
ず
に
歩
き
と
お
し
た
。
当

初
は
若
い
学
生
と
殆
ん
ど
同
じ

テ
ン
ポ
で
活
発
に
歩
け
た
が
、

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
歩
調
は

低
下
し
、
後
か
ら
来
る
学
生
に

次
々
と
追
抜
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
と
う
と
う
定
年
を
迎
え
た
。

体
力
的
に
も
時
宜
を
得
た
退
職

か
な
、
と
も
思
っ
た
。

六
甲
台
へ
移
っ
た
当
初
は
、

篠
山
で
学
ん
だ
学
生
と
六
甲
で

学
ん
だ
学
生
が
同
居
し
て
い
た

せ
い
か
、
神
戸
大
学
と
い
う
意

識
が
薄
か
っ
た
。
し
か
し
、
学

内
の
委
員
会
へ
の
出
席
や
、
共

同
機
器
の
利
用
を
通
し
て
、
他

学
部
と
の
交
流
が
増
え
、
段
々

と
神
戸
大
学
に
と
け
込
ん
で
ゆ

け
た
。
と
く
に
、
自
然
科
学
研

究
科
（
大
学
院
博
士
課
程
）
の

設
立
以
降
は
、
組
織
的
に
も
理

学
部
や
工
学
部
の
先
生
方
と
は

同
居
す
る
よ
う
に
な
り
、
総
合

大
学
と
し
て
の
実
感
が
湧
い
て

き
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
併
行
し

て
農
学
部
自
体
も
学
科
組
織
の

編
制
が
進
象
、
ド
ク
タ
ー
コ
ー

ス
の
あ
る
総
合
大
学
の
学
部
に

ふ
さ
わ
し
い
充
実
を
迫
ら
れ
、

今
後
は
大
学
院
重
点
の
総
合
大

学
へ
向
け
て
大
い
な
る
進
展
が

計
ら
れ
て
い
る
。

神
戸
大
学
の
農
学
部
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
い
が
、
日
本
の

各
大
学
で
著
し
い
改
革
が
競
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
る
現
況
で
あ

る
。
か
つ
て
の
大
学
で
は
、
象

牙
の
塔
と
し
て
、
研
究
活
動
が

主
体
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

今
後
は
教
育
に
も
視
点
を
お
い

て
、
授
業
の
質
の
向
上
な
ど
を

通
し
て
、
学
生
の
指
導
の
有
り

方
な
ど
に
も
厳
し
い
要
求
が
出

て
き
た
。
ま
た
、
教
育
研
究
活

動
を
改
善
す
る
た
め
に
、
教
官

の
自
己
点
検
、
評
価
な
ど
も
制

度
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
そ
う

で
あ
る
。

大
学
が
、
こ
の
よ
う
に
き
び

し
い
時
に
、
退
職
で
き
た
の
は

好
運
だ
っ
た
か
な
と
、
内
心
ホ

ッ
ト
し
て
い
る
。

､

自
然
科
学
研
究
科

学
部

後
期
煤
程
配
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数
学
専
攻

物
理
学
専
攻

化
学
専
攻

生
物
学
専
攻

地
球
惑
星
科
学
専
攻

地
投
学
専
攻

電
気
虹
子
工
学
専
攻

極
掘
工
学
専
攻

応
用
化
学
専
攻

傭
組
知
能
工
学
専
攻

応
用
動
物
学
専
攻

殖
物
資
源
学
専
攻

生
物
現
境
制
御
学
専
攻

生
物
撞
能
化
学
専
攻

生
産
属
境
旧
報
学
専
攻

物
質
科
学
専
攻

生
産
科
学
専
攻

資
源
生
物
科
学
専
攻

現
境
科
学
専
攻

シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻

知
能
科
学
専
攻

生命楓能科学専攻
（新投）

生
産
現
境
憎
組
学
科

生
物
檀
能
化
学
科
部

分
生
物
感
興
綱
”
学
科
学

植
物
資
源
学
科
良

応
用
動
物
学
料

情
報
知
能
工
学
科

応
用
化
学
科
・
部

分
個
犠
工
学
料
拳

冠
気
矼
子
工
学
料
エ

｜
腫
股
学
科

地
球
感
且
科
学
料

生
倫
学
科
部

分
化
掌
科
掌

物
理
学
料
理

数
学
科

？

数
学
科

物
理
学
料

化
学
科

生
倫
学
科

地
球
感
且
科
学
料

腫
股
学
科

定
気
旺
子
工
学
料

纏
雄
工
学
科

応
用
化
学
科

情
雑
知
能
工
学
科

応
用
動
物
学
料

植
物
資
源
学
科

生
物
現
境
制
御
学
科

生
物
檀
能
化
学
科

生
産
現
境
憎
組
学
科
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を
も
っ
て
、
神
戸
大
学
を
停
年

退
官
い
た
し
ま
し
た
。

私
の
世
代
は
、
い
わ
ゆ
る
典

型
的
な
『
昭
和
一
桁
』
で
、
戦

前
か
ら
戦
後
の
食
糧
難
と
激
動

を
経
験
し
ま
し
た
。
教
育
制
度

も
神
戸
一
中
五
年
生
を
終
っ
た

と
こ
ろ
で
、
六
三
三
四
年
制
の

新
制
度
に
切
り
替
え
ら
れ
、
以

後
神
戸
高
第
一
回
卒
、
兵
庫
農

大
第
一
回
卒
、
当
時
農
大
に
大

学
院
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
京
大
大
学
院
に
進
学

し
、
こ
こ
で
も
新
制
大
学
院
第

一
回
修
了
と
、
以
後
今
日
ま
で

す
べ
て
「
新
制
第
一
回
」
の
看

板
を
ぶ
ら
下
げ
な
が
ら
我
武
者

羅
に
走
り
つ
づ
け
て
き
た
の
が

実
感
で
す
。

六
甲
の
風
光
明
媚
な
神
戸
大

学
へ
私
が
赴
任
し
た
の
は
、
石

油
シ
ョ
ッ
ク
の
後
遺
症
も
ま
だ

色
濃
く
残
っ
て
い
た
昭
和
別
年

で
あ
っ
た
。
経
済
的
不
況
の
中

で
新
設
さ
れ
た
土
地
利
用
工
学

講
座
が
担
当
で
あ
っ
た
た
め
、

正
に
無
一
物
か
ら
の
出
発
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
机
と
椅
子
そ

れ
に
本
箱
以
外
に
な
に
も
見
当

た
ら
な
い
間
借
り
の
研
究
室
で
、

さ
て
、
こ
れ
か
ら
与
え
ら
れ
た

環
境
の
も
と
で
ど
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
ら
良
い

か
を
考
え
る
の
が
当
面
の
課
題

で
あ
っ
た
。
金
は
無
し
、
人
手

は
無
し
、
設
備
は
無
し
で
”
岡

に
上
が
っ
た
河
童
“
同
然
で
あ

っ
た
。日

干
し
の
河
童
は
様
に
な
ら

な
い
の
で
、
先
ず
最
も
安
上
が

り
の
紙
と
鉛
筆
と
手
持
ち
の
書

籍
、
雑
誌
と
過
去
に
実
施
し
た

実
験
デ
ー
タ
を
元
に
し
た
解
析

研
究
生
話
群
還
ハ
篠
会
活
動
を
ふ
汐
か
え
っ
て

日
壬
心
の
河
童

先
ず
私
の
研
究
生
活
を
ふ
り

か
え
り
ま
す
と
、
農
大
の
卒
論

は
バ
レ
イ
シ
ョ
の
育
種
に
関
す

る
も
の
で
し
た
。
次
ぎ
に
院
生

時
代
は
作
物
の
呼
吸
生
理
に
関

す
る
も
の
で
、
対
象
作
物
は
水

稲
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
で
し
た
。

昭
和
三
十
年
、
兵
庫
農
大
に

採
用
さ
れ
、
作
物
学
の
研
究
が

一
生
の
仕
事
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
食
糧
難
の
時
代
で
、
か

つ
日
本
作
物
学
会
の
主
流
が
水

稲
の
研
究
で
あ
っ
た
の
で
、
水

稲
の
栄
養
生
理
、
特
に
炭
水
化

物
の
生
産
お
よ
び
行
動
に
関
す

る
も
の
で
、
水
稲
が
本
格
的
な

研
究
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
共
同
研
究
者
の
上
司
が
学

位
申
請
に
当
た
り
、
無
機
成
分

的
な
仕
事
を
細
々
と
始
め
た
の

で
あ
っ
た
。

私
は
学
生
時
代
に
は
研
究
者

や
大
学
の
教
官
に
な
ろ
う
と
い

う
希
望
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
大
学
院
生
の
と
き
理
学

部
や
工
学
部
の
数
学
、
力
学
や

土
木
関
係
の
基
礎
科
目
の
聴
講

に
時
間
を
さ
い
て
自
分
の
所
属

す
る
学
科
の
開
講
科
目
は
興
味

の
あ
る
二
三
の
科
目
以
外
は
全

く
手
抜
き
し
て
い
た
。
こ
の
事

の
も
っ
と
も
ら
し
い
理
由
は
少

し
高
級
な
技
術
者
に
な
る
た
め

に
幅
広
く
基
礎
的
な
学
力
を
習

得
す
る
こ
と
が
絶
対
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
は
実
を

言
う
と
実
習
先
の
工
事
現
場
で

基
礎
学
力
の
不
足
が
い
か
に
惨

め
で
あ
る
か
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
学
習
態
度
は

あ
る
教
官
に
と
っ
て
は
実
に
け

」

に
つ
い
て
だ
け
で
は
主
査
か
ら

不
充
分
だ
と
云
わ
れ
た
の
で
、

君
の
研
究
分
野
で
あ
る
有
機
の

炭
水
化
物
の
デ
ー
タ
ー
を
す
べ

て
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
申
し
入

れ
ら
れ
、
当
時
の
学
内
事
情
で

は
、
上
司
が
学
位
取
得
を
完
了

し
な
け
れ
ば
、
下
位
の
者
は
本

格
的
な
自
分
の
研
究
が
で
き
な

い
風
潮
で
あ
っ
た
の
で
、
助
教

授
昇
任
に
伴
な
う
「
飼
料
作
物

学
」
の
講
義
担
当
を
機
に
、
ア

ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
生
理
的
特
性

に
関
す
る
研
究
に
転
換
し
、
こ

れ
が
私
の
そ
の
後
の
研
究
テ
ー

マ
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
、
神
戸
大
学

に
国
立
移
管
と
な
り
講
座
の
研

究
体
制
が
、
水
稲
、
ア
ル
フ
ァ

ル
フ
ァ
、
ク
ズ
の
三
本
立
と
な

し
か
ら
ん
こ
と
の
よ
う
で
、
し

ば
し
ば
皮
肉
の
言
葉
を
投
げ
か

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

岡
に
上
が
っ
た
河
童
が
仕
事

を
始
め
た
と
き
、
院
生
時
代
の

放
浪
的
な
勉
強
が
意
外
に
役
立

っ
て
日
干
し
の
河
童
に
な
る
こ

と
を
免
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
と
私
の
担
当
科

目
が
学
生
諸
君
が
な
か
な
か
好

き
に
な
れ
な
い
構
造
力
学
や
土

質
力
学
で
あ
っ
た
た
め
相
乗
作

用
を
お
こ
し
て
、
極
め
て
厳
し

く
学
生
諸
君
を
鍛
え
た
の
で
、

学
科
の
学
生
に
と
っ
て
特
に
専

攻
生
に
と
っ
て
は
苦
い
思
い
で

と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
想
像
し
て
い
る
。

当
時
、
金
の
か
か
ら
な
い
、

実
験
装
置
の
簡
単
な
、
し
か
も

だ
れ
も
や
っ
て
い
な
い
即
ち
文

献
の
無
い
テ
ー
マ
を
探
し
て
手

掛
け
よ
う
と
い
う
の
が
私
の
虫

の
よ
い
口
癖
で
あ
っ
た
。西 尾

崎
叡
司

ﾉ|’り
、
教
官
、
院
生
、
学
部
専
攻

生
の
協
力
を
得
な
が
ら
無
事
、

停
年
を
迎
え
ま
し
た
。

作
物
の
性
質
を
明
ら
か
に
す

る
作
物
学
は
、
農
業
の
発
展
、

作
物
収
量
の
向
上
を
最
終
目
的

と
す
る
実
用
学
で
あ
り
ま
す
か

ら
私
の
研
究
方
法
は
両
８
’

９
湧
旨
さ
巴
＆
］
な
研
究
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
思
い
出
は
六
篠

会
々
長
と
し
て
の
同
窓
会
活
動

で
す
。
昭
和
四
十
九
年
、
開
学

二
十
五
周
年
に
、
農
大
・
農
学

部
卒
業
生
を
一
本
化
し
た
現
在

の
「
六
篠
会
」
が
誕
生
し
、
当

時
四
十
万
円
の
資
金
か
ら
出
発

し
た
会
計
が
、
今
で
は
学
術
振

興
基
金
を
中
心
に
約
三
千
万
円

の
規
模
に
拡
大
し
ま
し
た
事
は

探
し
あ
ぐ
ね
た
末
に
採
り
上

げ
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
実
験

装
置
を
整
備
し
な
が
ら
実
験
観

察
し
た
デ
ー
タ
ー
を
検
討
し
、

探
し
出
さ
れ
た
要
因
を
い
ろ
い

ろ
の
法
則
に
照
ら
し
な
が
ら
組

み
合
わ
せ
、
ま
た
順
序
や
配
列

を
考
え
て
筋
の
通
っ
た
結
果
を

導
く
作
業
が
少
し
ず
つ
進
む
よ

う
に
な
っ
た
と
き
、
創
造
的
仕

事
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
、
神
戸
大
学
で
の
最
も

楽
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。
今
顧

み
る
と
全
て
の
も
の
に
不
足
し

て
い
た
時
、
こ
れ
を
克
服
し
よ

う
と
し
て
努
力
す
る
た
め
、
か

え
っ
て
最
も
充
実
し
た
期
間
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
な

り
の
成
果
も
得
ら
れ
当
時
の
専

攻
生
か
ら
多
く
の
人
材
が
輩
出

し
て
い
る
の
に
気
づ
く
の
で
あ

る
。

欣

一

真
に
御
同
慶
の
至
り
で
す
。
以

後
五
年
毎
に
開
催
さ
れ
た
記
念

事
業
の
中
で
、
最
も
印
象
に
残

る
も
の
と
し
て
は
、
幹
事
役
員

の
皆
様
の
ご
努
力
と
、
多
く
の

同
窓
生
の
ご
寄
附
に
よ
り
、
昭

和
五
十
九
年
に
学
部
創
立
三
十

五
周
年
を
記
念
し
て
、
発
祥
の

地
記
念
碑
『
我
等
が
青
春
こ
こ

に
あ
り
』
を
篠
山
の
農
大
跡
地

に
建
立
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の

碑
の
写
真
は
「
神
戸
大
学
学
報

四
三
八
号
」
と
「
六
篠
会
報
五

号
及
び
六
号
」
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
記
念
碑
除
幕
式
に

出
席
下
さ
っ
た
当
時
の
学
長
、

堯
天
義
久
先
生
が
「
君
の
書
い

た
碑
文
は
石
に
刻
ま
れ
て
い
る

か
ら
、
後
世
ま
で
残
り
ま
す

よ
。
」
と
云
わ
れ
た
言
葉
が
今

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に
、
い
ろ
い
ろ
ご
支

援
い
た
理
い
た
同
窓
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
農
学
部
の
益
会
の
発
展
を

祈
念
し
て
や
ゑ
ま
せ
ん
。

学
会
の
懇
親
会
、
と
き
に
は

農
学
部
の
廊
下
で
神
戸
大
学
農

学
部
に
何
故
熱
帯
有
用
植
物
学

の
講
座
が
あ
る
の
か
と
よ
く
尋

ね
ら
れ
た
。

神
戸
大
学
は
熱
帯
の
農
産
物

の
集
散
地
で
あ
る
神
戸
港
と
伊

丹
空
港
が
近
く
に
あ
る
こ
と
、

そ
れ
か
ら
発
展
途
上
国
の
農
業

開
発
に
役
立
つ
研
究
と
人
材
を

養
成
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て

い
る
と
答
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
答
は
、
一
般
社
会

や
文
部
省
に
納
得
さ
せ
ら
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
し
、
ま
た
、

事
実
こ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に

お
い
て
研
究
教
育
を
続
け
て
き

た
。

し
か
し
、
心
の
中
に
は
う
ま

く
説
明
で
き
な
い
も
う
一
つ
の

神
光
っ
て

山
口
禎

’
設
置
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

日
本
の
農
学
部
の
栽
培
学
な
い

し
は
作
物
学
は
、
日
本
の
作
物

に
関
す
る
研
究
、
教
育
に
限
ら

れ
て
い
る
。
私
は
広
い
視
野
で

こ
れ
ら
の
科
学
を
、
例
え
ば
作

物
学
を
熱
帯
有
用
植
物
学
と
い

う
よ
う
な
か
た
ち
で
研
究
教
育

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
漠
然

と
し
て
い
て
相
手
に
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
色
と
と
説
明

が
必
要
な
の
で
あ
ま
り
口
に
し

な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
経
験
か

ら
い
う
と
、
か
な
り
以
前
の
こ

と
で
あ
る
が
、
イ
ネ
の
節
間
伸

長
は
、
花
芽
の
分
化
形
式
と
密

接
に
関
連
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
た
。
即
ち
、
花
芽
の
分
化

形
式
が
お
こ
り
だ
す
と
節
間
が

伸
長
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
を
逆
に
利
用

し
て
節
間
が
数
ミ
リ
に
伸
長
し

た
と
き
、
花
芽
の
分
化
形
成
期

で
、
こ
れ
を
基
準
に
し
て
追
肥

の
時
期
を
考
え
る
と
い
う
説
で

あ
る
。東

南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
に

浮
イ
ネ
と
い
う
栽
培
稲
が
あ
る
。

こ
の
浮
イ
ネ
の
世
界
の
栽
培
面

積
は
、
日
本
の
水
稲
栽
培
面
積

の
Ⅶ
倍
位
あ
り
、
栽
培
面
積
と

い
う
点
か
ら
は
日
本
の
水
稲
よ

り
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
ウ
キ
稲
は
、
水
位
の
上

昇
と
共
に
節
間
伸
長
を
お
こ
し
、

通
常
は
ｌ
な
い
し
２
ｍ
の
深
水

状
態
下
で
栽
培
さ
れ
る
。
し
か

し
、
と
き
に
は
４
ｍ
も
の
深
水

下
で
栽
培
さ
れ
る
、
そ
の
場
合

節
間
長
は
４
ｍ
に
も
達
す
る
。

一
目
瞭
然
に
節
間
伸
長
と
花
芽

分
化
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。
節
間
伸
長
の

例
一
つ
と
っ
て
も
多
く
国
の
稲

品
種
の
比
較
、
即
ち
、
広
い
視

野
で
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
。

当
時
の
日
本
の
稲
作
は
、
節

間
伸
長
の
比
較
的
少
な
い
品
種

が
栽
培
さ
れ
て
い
て
、
花
芽
の

分
化
形
成
と
共
に
節
間
伸
長
を
，

お
こ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
こ
れ
で
正
し
い
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
栽
培
稲
全
体

に
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
な
い
。

後
に
あ
る
学
会
誌
に
節
間
伸
長

に
は
、
花
芽
の
分
化
形
成
と
無

関
係
な
伸
長
と
、
花
芽
の
分
化

形
成
と
密
接
に
関
連
し
た
伸
長

が
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
、

こ
の
問
題
は
け
り
が
つ
い
た
。

学
生
の
時
、
昆
虫
学
の
講
義

で
、
英
国
の
昆
虫
学
者
は
、
イ

ン
ド
へ
留
学
し
た
経
験
を
も
た

な
い
と
、
一
流
と
は
象
な
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。

熱
帯
は
昆
虫
の
種
類
が
多
く
、

多
様
な
形
態
か
生
態
が
観
察
さ

れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
昆
虫
に

限
ら
ず
植
物
も
種
類
が
多
く
、

節
間
伸
長
の
よ
う
に
日
本
で
は

顕
微
鏡
を
持
ち
出
し
て
観
察
さ

れ
る
も
の
が
、
熱
帯
の
浮
イ
ネ

で
は
物
差
し
で
測
定
さ
れ
る
。

国
際
都
市
に
あ
る
神
戸
大
学
農

学
部
は
、
や
は
り
広
い
視
野
で

の
研
究
教
育
が
必
要
と
思
う
。

ひ

文
理
農
学
部
の
正
門
を
入
っ

て
す
ぐ
右
手
に
二
階
建
て
の
比

較
的
新
し
い
建
物
が
あ
る
。
学

内
（
学
部
内
で
は
な
く
）
や
民

間
機
関
等
と
の
共
同
研
究
・
研

究
交
流
を
す
す
め
、
社
会
と
の

連
携
協
力
事
業
を
実
施
す
る
場

と
し
て
、
ま
た
総
合
的
な
研
究

開
発
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
一
九
八
七
年
に
全
国
の

国
立
大
学
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

新
設
さ
れ
た
当
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
。
そ
の
後
毎
年
５
大
学
ほ
ど

ず
つ
に
設
置
さ
れ
、
組
織
は
ほ

ぼ
共
通
し
て
専
任
助
教
授
一
名

と
併
任
の
正
副
セ
ン
タ
ー
長
、

三
名
前
後
の
客
員
教
授
か
ら
成

っ
て
い
る
。
当
セ
ン
タ
ー
の
客

員
教
授
は
三
年
以
内
の
任
期
で

共
同
研
究
を
お
こ
な
う
企
業
機

関
か
ら
選
任
さ
れ
る
。
本
年
は

㈱
ヤ
ト
ロ
ン
か
ら
喜
多
寛
氏
、

塩
野
義
製
薬
㈱
か
ら
林
幸
之
氏
、

三
菱
電
機
㈱
か
ら
塚
田
紀
昭
氏

を
お
願
い
し
て
い
る
。

他
の
多
く
の
大
学
の
セ
ン

タ
ー
が
工
学
系
な
の
に
対
し
、

本
学
で
は
生
物
系
を
中
心
に
お

い
て
き
た
の
が
特
色
で
あ
る
が
、

昨
年
度
か
ら
は
工
学
部
の
よ
り

積
極
的
な
支
援
を
お
願
い
し
て

副
セ
ン
タ
ー
長
に
西
野
教
授

（
電
子
材
料
・
半
導
体
）
の
就

任
を
得
、
塚
田
博
士
と
の
共
同

研
究
を
進
め
て
頂
い
て
い
る
。

喜
多
博
士
は
大
川
教
授
と
農

薬
の
免
疫
化
学
的
分
析
法
の
開

発
、
林
博
士
は
加
藤
肇
教
授
と

病
原
糸
状
菌
の
化
学
制
御
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
共
同
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
セ
ン
タ
ー
長
が

㈱
神
明
と
新
規
形
質
（
品
質
食

味
）
稲
の
開
発
改
良
に
つ
い
て
、

脇
内
専
任
教
官
が
パ
ピ
ル
ス
の

組
織
培
養
の
共
同
研
究
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
客
員
教
授
に
は

公
開
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
前
期
、

後
期
各
一
回
ず
つ
お
願
い
し
て

共
同
研
究
開
発
セ
ン
ダ
？
ｒ
の

》
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坪

錦
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組

織

と

活

動

セ
ン
タ
ー
長

い
る
。セ

ン
タ
ー
が
毎
年
行
う
事
業

と
し
て
大
き
な
比
重
を
占
め
る

も
の
に
、
民
間
機
関
等
の
技
術

者
に
対
す
る
研
修
が
あ
る
。
農

学
部
教
官
と
客
員
教
授
に
よ
る

テ
キ
ス
ト
作
成
、
講
義
及
び
実

験
指
導
に
よ
っ
て
、
平
成
四
年

ま
で
の
三
か
年
間
は
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
を
定
員
十

五
名
で
実
施
し
て
き
た
が
、
昨

年
か
ら
は
定
員
十
名
の
生
物
分

析
化
学
コ
ー
ス
（
五
日
間
）
を

開
講
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
第

一
に
掲
げ
て
い
る
の
は
学
内
の

共
同
研
究
で
あ
る
が
、
セ
ン

タ
ー
か
ら
要
求
し
て
設
置
さ
れ

る
機
械
設
備
・
施
設
は
学
部
の

先
生
方
か
ら
重
宝
さ
れ
て
い
る

も
の
が
多
い
。
昨
年
度
は
蛋
白

質
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
や

遺
伝
子
導
入
装
置
（
パ
ー
テ
ィ 金

田
忠
吉

ク
ル
ガ
ン
）
が
入
っ
た
。
こ
れ

ま
で
に
整
え
ら
れ
た
主
要
設
備

に
つ
い
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の

年
報
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

年
報
は
、
共
同
研
究
や
当
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た

研
究
の
成
果
を
収
録
す
る
も
の

で
、
今
年
は
平
成
五
年
度
分
の

第
五
号
に
な
る
。
刊
行
物
と
し

て
は
他
に
本
年
度
か
ら
、
手
作

り
で
Ｂ
５
版
四
頁
の
セ
ン
タ
ー

ニ
ュ
ー
ス
を
季
刊
で
発
行
し
て

い
る
。セ

ン
タ
ー
の
公
的
な
庶
務
・

会
計
事
務
は
農
学
部
事
務
室
が

処
理
し
て
い
る
が
、
日
常
的
な

事
務
を
担
当
す
る
の
は
非
常
勤

の
長
谷
川
さ
ん
（
近
く
姓
が
変

わ
る
と
聞
い
た
）
で
あ
る
。
セ

ン
タ
ー
長
は
時
々
彼
女
か
ら
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
法
の
指
南
を
う

け
て
い
る
。

今年の技術者養成研修（講義）の様子


